
 

 

 

ほけんだより 
６月号 

令和 2年 6月 

認定こども園大塚 

 看護師 島田 

梅雨の季節がやってきました。散歩に出かけると、道路沿いの紫陽花が子供たちを楽しませてくれます。 

雨の日は、長靴を履いて水たまりの音を楽しんでる子供達の姿もよく見られます。雨で滑りやすく 

けがも増える時期ですので、園でも十分気をつけていきます。新型コロナウイルスの流行も落ちついて 

きましたが、経過を見ながら引き続き感染対策に努めていきたいと思います。 

6月 4日 虫歯予防デー 

虫歯を予防するためには、やはり 

歯磨きが一番大切です。お子様が 

歯磨きをした後は仕上げ歯磨きを 

行いましょう。 

 

また、🍚ご飯を食べる時はしっかり

とかんで食べる習慣をつけましょ

う。唾液がたくさん出ることで虫歯 

を防いでくれる役割があります。 

 

小児科でのフッ素塗布も効果的な

ので、定期的に行うことをお勧めし

ます。 

 

 

 

 

こんなうんちは心配！ 

 

うんちは健康のバロメーターです。

おむつ交換の時は、必ずうんちの 

状態を確認しましょう。 

 

要注意は、白・赤・黒 の色です。 

 

 

 酸っぱい匂いや白っぽい水の様な便は、

ウイルス性胃腸炎の疑いがあります。 

 

血液が混じっている便は、腸の病気

や急性胃腸炎の可能性があります。 

黒っぽい便は、胃や十二指腸などから

の出血が疑われます。 

 

 

5月の感染症情報 

5月も、コロナウイルス対策の一環で、登園

時に検温し、37.5 度以上の園児は帰宅してい

だきました。日中も同様に対応し、24時間は 

自宅安静をお願いしました。 

当園では、感染症の発症は見られませんでし

たが、県内では、感染性胃腸炎や咽頭結膜熱、

溶連菌感染症、最近では水疱瘡の発症が報告 

されています。  

保護者の皆様、ご協力ありがとうございます。 

熱が出た！ 

熱が高いと脳がやられる,と思われがちで

すが、40 度位の熱があっても脳はやられな

いので安心してください。 

解熱剤は一時しのぎ 

解熱剤は、熱によるつらさを軽くするための 

薬で、病気を治す薬ではありません。熱を下

げることばかりに気を取られないようにしま

しょう。 

解熱剤の使い方 

 38.5度以上で、辛そうにしていたら使います。 

高熱でも元気そうなら使わなくてもいいので

す。また、眠っている子を起こしてまで使う必

要はありません。一度使ったら、次に使うのは

6時間以上あけましょう。 


